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 JPEG2000 においてタイル歪を軽減する方式として、符号化の際に JPEG2000 のコードブロック構造を利用
し、単位領域ごとに量子化精度を制御することでタイル歪を軽減する方式を提案し、計算機シミュレーション
によりその有効性を明らかにしている。 
 高解像度画像を伝送・表示する際、画像ファイルを伝送する方式では伝送データ量が膨大になり、通信回線の
伝送速度の制約がボトルネックになるという課題を解決するため、画像を部分領域に分割し、各部分領域に対
して周波数成分に応じた階層化を行った後、各階層を可逆符号化して蓄積し、クライアントからの画像表示要
求に応じて、サーバが、要求のあった解像度や注目領域に応じたデータ抽出を行った後伝送する方式を提案し、
伝送実験を通じてその有効性を明らかにしている。 
 以上のように、本論文は高解像度画像符号化・伝送方式に関して、各種の技術的提案を行い、その結果を具体的に
明らかにしている。これらの成果は高解像度の画像符号化およびその伝送方式に関して多くの知見を与えており、通
信工学の発展に寄与するところが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
